
中国政治・メディア実証研究会 主催 金沢大学法学類 共催

特別講演会

権威主義体制におけるプロパガンダとその多様性

■問い合わせ先：中国政治・メディア実証研究会
               https://ecs-jp.netlify.app/

金沢大学人間社会法学系講師 工藤文
     ayakudo@staff.kanazawa-u.ac.jp 

■アクセス： 石川県金沢市広坂2丁目1番1号
JR金沢駅から JR金沢駅バスターミナル
兼六園口（東口）3、6、7、8、9、10、11番乗り場
「香林坊（アトリオ前）」下車（所要約10分）徒歩約5分

＜プログラム＞

13:30-13:35 趣旨説明 工藤文（金沢大学）

第１部 司会・討論 周源（神戸大学）
 

13:35-14:35 渡辺耕平（早稲田大学、London School of Economics and Political Science）
「 Influence Operations against Populist Democracies: Chinese State-

controlled Media’s Influence in the Philippines under President Duterte」

14:35-15:35 新川匠郎（神戸大学）

 「Crimean regional narrative after the annexation: An analytic induction (AI) 
approach to the construction process」

  

15:35-16:00 コーヒーブレイク

第２部 司会・討論 御器谷裕樹（慶應義塾大学）
  

16:00-17:00 周家莉（東京大学）

             「中国共産党の宣伝に対する認識と1950年代の宣伝工作」

17:00-18:00 工藤文（金沢大学）

「ソーシャル・メディアにおける商業紙の政治宣伝―中国共産党機関紙
との比較を通じて―」

2025年3月4日(火) 13:30-18:00（開場 13:00）
石川県政記念しいのき迎賓館  セミナールームA

しいのき迎賓館 画像提供：金沢市

独裁者はなぜ権力を維持することができるのか。独裁者はプロパガンダを駆使する
ことで、市民の支持を集め、問題から市民の関心をそらし、そして体制の安定性を
発信する。プロパガンダはその国の歴史、制度、経済状況といった各国の文脈に依
存して形を変える。本研究会は政治的なテキストを対象にプロパガンダを実証的に
検証し権威主義体制におけるプロパガンダの共通点とその多様性を明らかにする。
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